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各種分光フィルターの性能向上に伴い、評価のための高性能な分光光度計が求められている。

例えば、ラマン散乱に使われるエッジフィルターやノッチフィルターは、高い遮光性能や鋭い立

ち上がりを有しており、それらを評価するためには、遮光性能評価として OD値で 10以上、立ち

上がり評価として波長分解能 0.1nm 程度が必要とされている。我々は、この要求に対応した分光

光度計の試作を行い、装置性能評価したので報告する。 

試作した分光光度計の全体写真を図に示す。光源は、キセノンランプとハロゲンランプの２つ

を有しており、選択が可能となっている。測定波長範囲は、350-700 nmである。光源からの光は、

第一分光器を通り、単色化される。その後、試料に入射され、透過した光が第二分光器に導かれ

る。第二分光器により、波長分解能の決定、迷光の除去、試料の蛍光除去が実行される。そして、

最後に光検出器に導かれ、光強度が測定される。分光光度計は、光検出器として、ロックイン方

式とフォトンカウンティング方式の２つを備えており、光強度が比較的強い場合には、ロックイ

ン方式を、更に微弱光の場合には、フォトンカウンティング方式で検出する。開発した分光光度

計の評価として、OD値の測定限界を ND

フィルターにより探った。一例だが、波

長分解能を 0.15nm の場合、測定限界の

OD値は、ロックイン方式で 9、フォトン

カウンティング方式で 11が得られた。波

長分解能を抑えることにより、更に高い 

OD 値の測定が可能と考えられる。現在、

市販フィルターや開発フィルターの評価

を本装置で進めており、当日はその結果

についても報告する。 
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Figure Photograph of developed spectrophotometer 
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